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子どもたちの幸せな未来に向けて
パスウェイズ代表　ポーラ・バレット博士

パスウェイズ研究員　サラ・スペンサー
現代社会では｢幸福の質｣が次第に重要視されてきています。日常生活で誰もが理想とする幸福とはどういうものでしょうか。ダライ・ラマは「人生の道筋そのものが幸福に向かっているのだ」と説きます。けれども人生では多くの困難に直面しますし、グローバル化の進んだ変化の速い社会に育つ子どもたちは未知の難関に遭遇するので幸福の追求が難しくなるかもしれません。だからこそ、この社会に生きる子どもたちが難しい課題に立ち向かうために必要な生活スキルをごく幼いうちから身に付けることが大切になります。子どもたちのレジリエンスを高めると、どんな困難が待ち受けていても乗り越えていく力を育てることになり、幸せで健康な生活を作り出し国際社会で立派に活躍してくれる頼もしい世代を育てることにつながります。社会的スキルと情緒的スキルを学べば、子どもたちは確実に成功と幸福を手に入れ未来に乗り出して行けるのです。
「心の知能（Emotional Intelligence）」とは、自分の感情をコントロールし、思いやりを持ち（相手の気持ちになって手助けすること）、周囲と協調していく能力といえます。人が身に付けるべきスキルの要であり、小さな子どもたちの集中力や意欲の向上に役立つことが研究で実証されています。つまり、心の知能は子どもの学習効果を上げるのに役立つということです。社会的情緒的能力が自信につながり、失敗を恐れずに難しい課題に努力して取り組む、安易に投げ出さない、新しいことに挑戦する、困難やストレスの多い状況に対処する、などの力が発揮できるようになります。
「幸せの扉がひとつ閉まると、別の扉が開くものだ。だが、往々にして私たちは閉じてしまった扉に眼を奪われ、開かれた扉に気付かずにいる」ヘレン・ケラー
これまでの学校教育における学習では読み書きと計算が重要視されてきました。社会的情緒的な学習が選択課題としてではなく必須課題として認められれば、子どもたちの学業成績の向上に役立つだけでなく、学校を取り囲む地域環境の連携が促進されます。その結果、登校率が上がる、成長過程を通して良好な生徒同士、生徒と教師、親と生徒の関係が築かれる、いじめの問題が軽減される、長期欠席が減る、教室での態度が改善するといった前向きな変化が期待できます。社会的情緒的能力が学力の向上につながるのは、子どもたちが自分の持つ能力に自信を持ち、自立心を身に付け、満足を感じていると一般的に学業もうまくいくからです（Harniss, Epstein, Ruser & Pearson, 1999）。
学校に社会的情緒的学習のプログラムを導入することで、子どもたちが落ち着いた気持ちで学習に励み、互いに仲良くやっていく環境が作られます。この児童全員を対象とするアプローチは、彼らが社会人となる際に必要な、意欲を保つ、自発的に行動する、チームワークを大切にする、周囲と上手に意思疎通を図るといったスキルを養うという点で、将来のためになります。最も重要なのは、医療制度において過大な負担となっている慢性の不安症や抑うつ障害の現在の深刻な状況をこのアプローチで緩和できるということです。学問的知識も必要ですが、子どもたちが人生で成功を収めるのに役立つ社会的情緒的スキルは欠くことのできないものなのです。
「若者のために未来を築けるとはかぎらないが、未来のために若者を育てることはできる」フランクリン・D・ルーズベルト
「レジリエンスを備えた心」の重要性は、子どもも皆、目まぐるしくストレスに満ちた世界が生むプレッシャーと無縁ではいられないという見方に基づいています。「ファンフレンズ」プログラムが開発されたのは、子どもたちはいつかプレッシャーを感じる時期を迎えるのだから、困難な状況を「跳ね返す」手助けとなる効果的な対処スキルを授けておくことが大切だという点を踏まえてのことでした。「ファンフレンズ」は、4歳以上の子どもたちに基本的な社会的情緒的スキルを教えるプログラムです。そうしたスキルは生涯失われることなく、どんな人生が待ち受けていようとも彼らがレジリエンスと前向きな気持ちを保ち続ける助けになります。「ファンフレンズ」は、子ども世代に有益であるとともに将来の世代にもプラスの影響を与えるエンパワメントの理念に基づいています。
「ファンフレンズ」は、世界的に有名な「フレンズ・フォー・ライフ」プログラムから遊びを基本に据えて発展したプログラムです。「フレンズ」は世界保健機関によって、子どもや青少年の不安症、抑うつ障害の予防および治療に最も有効なプログラムとして認められています。また、エビデンスベイストの医療技術に関する主要専門誌である「コクランレビュー」でも高く評価されています。研究によって、フレンズプログラムは子どもの対処スキル、自己統制、幸福感、さらには不安症や抑うつ障害の軽減にプラスの効果を及ぼすと実証されています。オーストラリアでは、こうした点を標榜するプログラムが多数出回っていますが、「フレンズ」はその有効性に確固とした裏付けがあるという点で他のプログラムとは一線を画しています。
学校が子どもたちの社会的情緒的発達の促進に果たす役割は極めて重大です。全ての子どもの社会的情緒的学習の推進に重点を置いた一般的支援プログラムの導入は、メンタルヘルスの問題に付きまとう偏見の打破に役立ちます。また、「ファンフレンズ」のようなプログラムを活用することで、学校や行政機関は子どもたちに対して長期的で持続的な投資をすることになります。ジェームズ・ヘックマン博士（2000年にノーベル経済学賞受賞）は、経済学モデルに基づいて、人的資本投資の効果は対象が若いほど高いことを提示しています。従来の西洋社会では教室で問題が起きてから改善または対処に当たる場合がほとんどでしたが、より堅実で戦略的な投資という観点から重点を予防と早期介入に移しつつあります。人生を歩んでいくための基本的な生活スキルを子ども時代の早期に身に付けさせることが重要なのです。
幼いうちに子どもたちに社会的、情緒的スキルを教えることは、問題が発生してから専門家の高度な技術によって支援するよりも、はるかに費用効率が高いことが明らかになっています。予防的アプローチは、医療制度における不安症や抑うつ障害関連の支出と比べると低コストで済み、より持続的な効果が得られます。世界中の政府機関が「ファンフレンズ」のようなプログラムの持つ固有の価値と投資効果を認め、現在の教育制度に必要な要素を満たそうと力を入れています。カナダのブリティッシュコロンビア州などでは「フレンズ」プログラムは住民レベルで、また手ごろな費用で提供されています。私たちの国でも将来の世代の健康に投資して子どもたちの生活に大きな変化をもたらす動きを進めていくことができるはずです。
詳しくはwww.pathwayshrc.com.au　または www.ourfunfriends.comをご覧ください。またサラ・スペンサーあて（programs@pathwayshrc.com.au）にご連絡ください(英文)。
日本語では、www.pathways.jp またはパスウェイズジャパン代表松本有貴(yuki@pathways.jp)にご連絡ください。
